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介護予防サービス
（訪問看護、福祉
用具貸与など）

①介護予防・生活支援
　サービス事業

※４ページへ。

65歳以上の方なら、誰でも利用できる ②一般介護予防事業 ※５ページへ。

　介護予防・日常生活支援総合事業は、介護保険加入者が利用できる日常生活で
の支援や介護予防です。要支援認定を受けた方や基本チェックリストに回答し生
活機能の低下が見られた方が利用できる①『介護予防・生活支援サービス事業』、
65歳以上の全ての方が利用できる②『一般介護予防事業』があります。

　地域包括支援センターにご相談ください。
福祉・医療・介護の専門家を配置した、高
齢の方のさまざまな相談に応じる総合的な
窓口です。
◦�地域包括支援センター『けいあい』
　�（鷲別町２丁目32－１、☎�５００５）
◦�地域包括支援センターゆのか
　�（片倉町６丁目９－１、☎�２１０６）
◦�地域包括支援センターあおい（愛桜）
　�（登別東町３丁目１－２、☎�０５１１）

　要支援認定には有効期間があり、これま
で利用していた日常生活での支援や介護な
どを継続して受けるためには、要支援認定
を更新する必要があります。ただし、４月
からは、更新時期を迎えた65歳以上の方が、
『介護予防・生活支援サービス事業』のみ
の利用を希望する場合、より簡易な手続き
である『基本チェックリスト』による判定
を受けることができます。

①市職員による訪問調査
②主治医の意見書を作成
③調査などによる一次判定
④専門家による二次判定

「バスや電車で１人で外出しています
か」、「日用品の買い物をしています
か」など25項目の設問への回答による
判定

介護や介護予防の必要を感
じた方

要支援認定の更新時期を迎
える65歳以上の方

要支援認定の申請
（新規・更新申請）

介護予防・日常生活支援総合事業

ケース ケース

要支援認定

介護予防・日常生活支援総合事業

3 住み慣れた地域でいつまでも元気に自分らしく

住み慣れた地域でいつまでも元気に自分らしく


